令和７年度　南信州広域連合自立支援協議会　権利擁護部会部会　活動報告


１　令和７年度の活動目標
　障がい者の権利擁護の法律が施行されているが、地域の中で理解してもらうため、基本的な権利擁護についての研修や身近な事例を通した学習を進める。また県自立支援協議会、南信州広域連合地域自立支援協議会の各部会との連携をとり、圏域全体の権利擁護意識の向上に努める。

２　部会の開催日程及び取組内容
	開催月日
	参加者
	内容等

	第１回
６月２０日（金）
	
５８名
	障がい者権利擁護研修会　
「障がい者の権利擁護に関する法律、地域連携推進会議について」
講師　飯田保健福祉事務所　
福祉第二係長　　湯澤　ゆかり　氏
「虐待防止法と支援者の役割・取り組みについて」
講師　喬木悠生寮　
主任相談支援専門員　勝又　小百合　氏
Zoomでのオンライン開催

	第２回
８月２９日（金）
	
２４名
	権利擁護に関わる研修
　虐待防止事例検討
事例提供者　松川町保健福祉課福祉係
重層コーディネーター　下澤　尚子　氏

	第３回
１０月２４日（金）
	
１４名
	障がい者権利擁護研修
「権利擁護～いいだ成年後見センターの事例をとおして学ぶ～」
講師　飯田社会福祉協議会成年後見支援センター
　　　　センター長　　　宮下　雅恵　氏

	第４回
１月２９日（金）
	
２０名
	権利擁護に関わる研修
　虐待防止事例検討
事例提供者　喬木村保健福祉課福祉係
　　　　主事　　　松島　有軌　氏





３　活動成果
・障がい者権利擁護研修は、オンラインにて実施し、権利擁護の基礎研修として、多くの関係機関の参加が得られた。受講者からは、虐待防止の取り組みとして、組織全体での情報共有や、研修をとおして職員のスキルアップが大切であること、日頃より支援者を守るためには、“説明のできる支援”の重要性があげられた。
・今年度は虐待防止事例検討を2回実施し、町村から提供された事例の発生から終結までを学んだ。事実確認は誰かを悪者にするのではなく、双方を守るためのものであり、終結までどう伴走支援をしていくか過程を学ぶことができた。また虐待の発生要因として、職員が困った時に起こるので、日頃より相談しやすい風通しの良い職場環境づくりの大切さを改めて感じた。他職種の様々な視点でのグループワークができ、とても勉強になったなど感想が寄せられた。
・成年後見支援センターの事例提供による研修では、事例をとおして、成年後見センターが、どの様に介入し、他機関と連携し、課題解決をしていく支援経過を、学ぶことができた。当事者のチーム支援できる体制づくりや、当事者にとって最善の利益となるような支援にいかしていきたいとの感想があった。

４　次年度に向けて検討すべき課題等
　今年度寄せられた感想を基に、研修に参加された方々が、各事業所に持ち帰り、伝達研修を通して、各事業所職員の意識向上に繋げられるよう、研修を中心に企画していきたい。
（虐待防止の理解を深めるための基礎研修、身近な事例をとおして支援の在り方を学ぶ等）











